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平成25年度　第11回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成26年3月13日（木）18:00～20:20
場　所
：津波・高潮ステーション　研修室
出席者　：堀会長、石田委員、下村委員、曽和委員、多々納委員、田中丸委員、中谷委員、福田委員
計8名（欠席：中嶋委員、道奥委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 二級河川佐野川水系河川整備計画（変更原案）について
○住民説明会にはどのような方が参加されたのか。
●泉佐野市の説明会では、改修工事の現場に近い自治会の会長に声をかけており、自治会の役員の方が多かった。熊取町の説明会では、河川愛護活動をされているNPO団体に声をかけており、河川に興味を持たれている方が多かった。
○貯留施設について、既設施設と新設施設の記載が一緒になっているが、どちらかがわかるように記載するべき。また、貯留施設について、どのような整備をするのか具体的に記載するべき。

○景観・親水性について、場所を特定し具体的に記載されているものと、そうでないものがあるので、バランスを考えて記載した方がいい。

○河川整備計画で指摘があった点について、修正のうえ各委員に確認すること。本日までの審議をもって、大阪府知事に答申を行う。

 (2) 淀川水系西大阪ブロック、淀川水系神崎川下流ブロック及び二級河川春木川水系における河川整備計画について
○内閣府が公表した浸水想定等と府が公表した浸水想定等が異なっているが、どのような条件が違うのか。
●浸水想定結果に大きな影響を与えている条件は、防潮堤の考え方である。内閣府の想定では、防潮堤が液状化で沈下せず健全な状態で想定しており、府の想定では、地震の揺れや液状化の影響で防潮堤が変形・沈降することを考慮している。また、いずれの想定も、津波が越水すると防潮堤が破堤する条件で想定している。

　被害想定については、府ではより詳細な地盤データを使って地盤モデルを構築しているので、揺れによる影響などの想定に違いが出ている。

○災害対応をどのように行うのかを議論する場合には、水門等が閉鎖できないなどの最悪の条件でいいかと思うが、施設整備の効果をみようとしている場合には、現況の整備水準で達成できるところを前提条件とすべき。
○水門に求める性能について、L2津波に対して「二次災害を起こさない」としているが、わかりにくいので表現を改めること。また、凡例などがわかりにくい箇所があるので修正すること。
○津波・耐震対策事業について、一般の河川の治水対策とは異なる時間スパンで議論されるのか。また、河川整備計画として、どのような議論を行うのか。
●２つのブロックと１つの水系については、治水対策が完了しており、事業としては津波・耐震対策事業が中心になる。本日は、府の津波・耐震対策事業の考え方、方針をお示しした。津波・耐震対策事業は、早急に対応すべきと考えており、10年程度で完了させたい。今後は河川整備計画として、環境面や景観面、個別の対策手法などについて、議論をお願いしたい。

○津波・耐震対策事業の基本的な方針について説明を受けた。今後は、環境面や景観面、どれぐらい人命が守られるのかを含め、事業の効率性等についての議論を行う。
(1) 二級河川佐野川水系河川整備計画（変更原案）について


　・河川整備計画（変更原案）について、委員意見を踏まえて修正を行い、委員に確認することで了承。本日までの審議をもって答申とする。


(2) 淀川水系西大阪ブロック、淀川水系神崎川下流ブロック及び二級河川春木川水系における河川整備計画について


　・津波・耐震対策事業の基本的な方針について説明を受けた。今後、環境面や景観面、事業の効率性等に関する審議を継続する。
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